
　　　　

7 年 5 月 1 日

平日 14 時 0 分から 17 時 30 分まで あり なし

休校日 10 時 0 分から 16 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

家族支援

・保護者との定期的な面談・連絡帳・電話等を通じて、家庭との連携を
図ります。
・家庭での困りごとや育児負担を共有し、必要に応じて専門機関との橋
渡しを行います。

移行支援

・進学・進級や将来的な自立を見据えた日常生活支援を行います。
学校や関係機関との連携を図り、本人に合った情報提供を行います
。

地域支援・地域連携

・近隣の学校・保育園・医療機関・他事業所と連携し、地域に根ざした
支援を提供します。地域の行事参加なども通じて社会とのつながりを意
識します。

職員の質の向上

・外部・内部研修、OJTの実施により、支援の質向上を図ります。
スタッフ間での学び合いも重視しています。

支　援　内　容

スケジュールを視覚化し、安定した生活リズムを身につける取り組みを行います。

体操や遊びを通じて、身体の動かし方や感覚統合を育みます。

本
人
支
援

個別課題や学習支援を通して、課題遂行力や注意の持続、切り替え力を高めます。

SST活動や日常の対話を通じて、「きく・はなす・まつ」の基本を育成します。

集団活動やロールプレイを通じて、対人マナーや社会的なルールの理解を促します。

支援方針

・子どもたち一人ひとりの特性を尊重し、対人関係や社会性を育む支援を行います。
・SSTや日常場面でのかかわりを通じて、「きく・はなす・まつ」などの基本的マナーやルールの理解を促します。
・経験や成功体験を積み重ね、自己肯定感と社会参加への意欲を高めます。
・保護者・関係機関との連携を重視し、安心して成長できる環境を提供します。

送迎実施の有無

送迎実施の有無

営業時間

法人（事業所）理念 「あそびは学び」此れを療育の根幹に据え、日本中の子どもたちとその家族の笑顔を創り続ける。

事業所名 とんぼっく田宮校 作成日支援プログラム



主な行事等

・4月 新年度顔合わせ会：自己紹介SSTやグループゲームを通じて仲間づくり。
・5月 社会見学・遠足：公共マナーを学び、実生活でのSST実践。
・7月 七夕制作／夏祭りごっこ：順番・会話・役割分担を体験。
・8月 プール活動／水あそび：感覚刺激と協調性を育む活動。
・10月 ハロウィンパーティー：言葉のやりとりや感情表現の練習。
・12月 クリスマス発表会：役割を持って参加する協働体験。
・3月 お別れ会／ふりかえり会：自己表現と1年間のふりかえり。


